
 

 

 

 

 

 

 

 

 

福知山市子どもの移動経路/通学路 

交通安全プログラム 
 

～子どもの移動経路/通学路の 

安全確保に関する取組方針～ 
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第１回改訂 平成２８年８月 

第２回改訂 平成２９年１月 

第３回改訂 平成３０年４月 

第４回改訂 平成３１年４月 

第５回改訂 令和３年４月 

 

 

福知山市子どもの移動経路/通学路安全推進会議 

 



 

 

１.プログラムの目的 

平成２４年４月に発生した亀岡市の通学路死亡事故を受け、福知山市では平成２４年

６月に教育委員会、各道路管理者等関係機関による「通学路安全対策連絡会議」を組織し、

連携を図りながら市内通学路の合同点検の実施、必要な安全対策を講じてきました。 

その後、平成２６年４月に新たに市立学校校長会、市 PTA 連絡協議会、七高等学校補

導連盟、福知山交通安全協会、自治会長会を含めた「福知山市通学路安全推進会議」を立

上げ、連携体制の充実を図るなかで、安全対策を計画的に進めていくために、取組の指針

となる「福知山市通学路交通安全プログラム」を策定しました。 

しかしながら、令和元年５月に滋賀県大津市において集団で歩道を通行中の園児らが

死傷する痛ましい交通事故が発生しており、通学路だけでなく幼稚園児、保育園児等が移

動する経路の安全確保に向けた取組についても実施していく必要があります。 

こうしたことから、この度、「福知山市通学路安全推進会議」を京都府中丹西保健所、

福知山市保育協会、福知山市子ども政策室も含めた「福知山市子どもの移動経路/通学路

安全推進会議」に改定し、「福知山市通学路交通安全プログラム」も「福知山市子どもの

移動経路/通学路交通安全プログラム」に改訂しました。 

今後は、本プログラムに基づき、関係機関の連携をさらに強化し、子どもたちにとって

安心で安全な交通環境の確保を図っていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

２．安全推進会議の設置 

安全対策について関係機関が情報を共有し連携することで、迅速・確実な安全対策を推

進するため「福知山市子どもの移動経路/通学路安全推進会議」を以下の構成メンバーに

より設置します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福知山市子どもの移動経路/通学路安全推進会議 

学校関係者 

七高等学校補導連

盟 

市ＰＴＡ連絡協議会 市立学校校長会（小中学校） 

道路管理者 

市道路河川課 国土交通省福知山河川国道事務所 京都府中丹西土木事務所 

交通管理者 

福知山警察署 

交通安全推進関係者 

市交通対策協議会（事務局：都市・交通課） 福知山交通安全協会 

自治会関係者 

自治会長会 

市教育委員会 

未就学児施設関係者 

京都府中丹西保健所 福知山市保育協会 市子ども政策室 



 

 

３．取組方針 

（１）基本的な考え方 

  未就学児施設及び小中学校では、子どもたちの安心で安全な道路環境を確保するため、

保護者、学校安全ボランティア（地域見守り隊等）、自治会と連携し、定期的に安全点検

を実施します。 

継続的な安全確保のために、京都府中丹西保健所、子ども政策室、教育委員会は各未就

学児施設及び小中学校で実施された安全点検の結果を把握し、その結果に基づき推進会議

メンバーによる合同点検の実施、必要な対策を講じ、対策実施後の効果把握も行い、対策

の改善・充実を図ります。 

  これらの取組をＰＤＣＡサイクルとして繰り返し実施し、未就学児の移動経路及び通

学路の安全性の向上を継続的に図っていきます。 

 

 【安全確保のためのＰＤＣＡサイクル】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（２）定期的な合同点検 

 ○合同点検の実施時期等 

・未就学児の移動経路及び通学路について１年に１回合同点検を実施します。 

・また、積雪時の危険箇所の把握についても必要に応じ冬季に点検を実施します。 

 ○合同点検の体制 

・合同点検は、内容にバラつきが生じないよう、推進会議のメンバー（未就学児施設関

係者、学校関係者、道路管理者、警察、福知山交通安全協会、自治会、福知山市交通

対策協議会）が参加し行います。 

 ○合同点検の内容 

  ・抽出された危険箇所の状況や、現在の整備状況等から、必要に応じ重点的に実施すべ 

き課題を設定するなど、統一的・効果的に点検を実施します。 

危険箇所の抽出 

（未就学児施設関係者、

学校関係者、自治会） 
Plan 

合同点検の実施

（推進会議） 

対策の検討 

（推進会議） 

対策の改善・充実

（推進会議） 

対策効果の把握

（推進会議） 

対策の実施 

（各機関） 

未就学児施設関係者、学

校関係者、道路管理者、

警察、福知山交通安全協

会、自治会、福知山市交

通対策協議会 

Do 

Check 

Action 



 

 

（３）対策の検討 

・合同点検の結果から明らかになった対策必要箇所について、箇所ごとに、防護柵やカ

ーブミラー等施設整備を行うハード対策や、交通規制や学校安全ボランティア（見守

り隊等）による保護誘導活動等のソフト対策など、対策必要箇所に応じて具体的な実

施メニューを検討します。また、実態に応じ優先順位を付け効果的に対策を講じます。 

  ・整備期間が中～長期に及ぶハード対策を実施する箇所については、保護誘導活動の徹

底や取締りの強化等、ソフト対策で安全の確保を行います。 

（４）対策の実施 

・対策の実施にあたっては、対策が円滑に進むよう、関係者間で連携を図ります。 

（５）対策効果の把握 

○合同点検結果に基づく対策実施後の箇所等について、実際に期待した効果が上がってい 

るのか、また子どもが安全になったと感じているのか等を確認するため、 

・未就学児施設関係者、学校関係者、地域住民等に対する意見聴取の実施 

・子どもの未就学児が集団で移動する時及び登下校時の交通事故発生件数の確認 

など、対策実施後の効果を把握するための手法を検討し、対策効果の把握を図ります。 

 ○チェック体制としては、未就学児施設関係者及び学校関係者による意見聴取に基づき推 

進会議で検証します。 

（６）対策の改善・充実 

・対策実施後も、合同点検や効果把握の結果を踏まえて、対策内容の改善・充実を図り

ます。 

 

４．対策一覧表、対策箇所図の作成と対策集計表の公表 

・未就学児施設及び小中学校ごとの点検結果や対策内容については、関係者間で認識を共

有するために未就学児施設及び小中学校ごとの「対策一覧表」及び「対策箇所図」を作

成します。「対策一覧表」に基づいた対策集計表を市のホームページに公表します。公表

の更新は、対策の進捗状況に応じて行います。 

【別添資料】 

  別添① 対策一覧表（イメージ） 

  別添② 対策箇所図（イメージ） 

  別添③ 対策集計表（イメージ） 

 

 

 

 

 



 

 

５．取組みフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            （以降継続的に繰り返し） 

 

4月 危険箇所の抽出（未就学児施設、学校、PTA、学校安全ボランティア、自治会） 

5～7月 推進会議による点検箇所の検討・抽出、合同点検の実施 

8～9月 推進会議による対策メニューの検討（内容、実施時期） 

10～3月 各関係機関で短期対策の実施（ハード・ソフト両面） 

4月 危険箇所の抽出（未就学児施設、学校） 

 

5～7月 推進会議による点検箇所の検討・抽出、合同点検の実施 

 

8～9月 推進会議による対策メニューの検討（内容、実施時期） 

 

10～3月 各関係機関で短期対策の実施（ハード・ソフト両面） 

 

中長期対策 

 

予算を確保

計画的執行 

中長期対策 

次

年

度 

前年度まで

の対策で完

了している

ものについ

て、効果の把

握、改善事項

の確認 

予算を確保

計画的執行 



 

 

 

 

 

 

 

 

別添① 

子どもの移動経路/通学路対策一覧表（イメージ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの移動経路/通学路対策箇所図（イメージ） 別添② 



 

 

 

 

 

 

子どもの移動経路/通学路対策集計表（イメージ） 
別添③ 


